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 第２章では、高い電子伝導性を有する La0.8Sr0. 2CoO3単結晶電極を用い、これを基本








 第３章では La0. 8Sr0. 2CoO3 単結晶電極を用いて ORR および過酸化水素還元反応
（PRR）、OER 活性変化について調べている。電位走査のサイクル数に伴い、OER 活性
は変化しなかったのに対し、ORR および PRR 活性は経時変化を示した。特に、PRR 活
性は 100 サイクル後にはほとんど活性を示さなかった。電位走査前後における単結晶
電極の X 線光電子分光およびラマン分光、X 線回折測定の結果、ORR および PRR 活性
京都大学 博士（  工   学） 氏名 宮原 雄人 
の経時変化は単結晶電極表面における酸素空孔の増大に起因することと結論づけてい
る。  
 第 ４章 では 、コバ ル ト系 ペロ ブスカ イ ト酸 塩化 物であ る Sr2CoO3Cl お よび
Sr3Co2O5Cl2 を作製し、空気極触媒活性を合剤電極により調べている。遷移金属カチオ
ンの価数が活性に大きな影響を与えることから、同じ結晶構造およびコバルト価数を








 第５章では、Sr2CoO3Cl に Fe ドープを行い、さらなる活性の向上および Fe 添加効果
について調べている。ORR 活性に関して、20%程度の Fe 添加までゆるやかであるもの
の Fe の増加に伴い ORR 活性は減少すること、および Fe 全置換体である Sr2FeO3Cl は
ORR 活性を有しないことを見出している。一方、OER 活性は Fe20%置換体である
Sr2Co0.8Fe0. 2O3Cl で最大となり、その活性はこれまでに最も OER 活性が高いことで知
られている触媒を上回っていた。これは、サイクリックボルタンメトリーおよび XPS
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 ３．La0. 8Sr0. 2CoO3単結晶電極を用いて ORR および過酸化水素還元反応（PRR）、OER
活性変化について調べた結果、電位走査のサイクル数に伴い、OER 活性は変化しない
のに対し、ORR および PRR 活性は経時変化を示した。特に、PRR 活性は 100 サイク
ル後にはほとんど活性を示さなかった。これらより、La0. 8Sr0. 2CoO3 触媒の ORR 活性
が経時変化する要因を明らかにした。  
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